
乳牛へ移植
→酪農経営の収益改善

自家移植
→繁殖雌牛を改良促進

・和牛繁殖農家で活用
→優秀な雌牛から連続採卵
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１ 背景と目的
和牛の⽣産量は年々拡大傾向にあり、国は２０３５年度に倍増
を計画している(図1) 。一方、県産ブランド牛である甲州牛も
引き合いが強く、更なる⽣産が望まれている(図2) 。
当センターでは、これらの需要に応えるべく、受精卵⽣産技術
を用い、県内農家へ受精卵を供給しているところだが、今後さ
らなる受精卵の活用が望まれる。
そこで供卵牛を最大限に活用し、さらに受精卵を効率⽣産する
短期連続採卵プログラムを開発する(図3)。

図1 和牛の⽣産量 図2 甲州牛の⽣産頭数

新技術：約１年１産＋３採卵

図3 採卵技術の改良

従来法：２年１産＋３採卵
→受精卵⽣産に伴い子牛の生産性が低下

２ 試験方法
短期連続採卵プログラム(表1)を作成、⿊⽑和種経産牛延べ
16頭について、採卵成績を調査した。

DIB：腟内留置型⻩体ホルモン徐放剤
EB：卵胞ホルモン（エストラジオール）
FSH：卵胞刺激ホルモン

PG：プロスタグランジンF2α
GnRH：性腺刺激ホルモン放出ホルモン
ﾖｰﾄﾞ剤：ポビドンヨード

プログラムのここがポイント！
・FSHは筋肉内に複数回注射して効果を持続させる

漸減投与法が一般的に用いられるが、今回は皮下
に投与することで一度の投与で効果を持続でき、
牛のストレスを軽減できる単回投与法を用いる。

・採卵直後にDIBを挿入し、卵巣機能の回復を促す
ことで、途中で中断することなく計画的に3回連
続で採卵を行う。

３ 結果
採卵成績は、1回目から３回目までの各回の間に有意な差は認めら
れない(図4,表2)。
85日間で必要となる処置において、漸減投与法と比較して、注射
回数、保定回数ともに10回以上削減することができる(図5,図6)。

４ まとめ
FSH単回投与法により牛のストレスを軽減し、計画的に85日間で 3回採卵できる短期連続採卵プログラムを開発した。

期待される効果
・当所技術に実装

→受精卵供給を促進
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図4 短期連続採卵における
正常卵数の比較

図6 漸減投与した場合との
保定回数の比較

表1 短期連続採卵プログラム

図5 漸減投与した場合との
注射回数の比較

表2 短期連続採卵における詳細の比較
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